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要旨

ネットワーク通信において，最適な通信経路はアプリケーションの特性に応じて異なる．VoIPをはじめと
する遅延時間に性能が大きく左右されるアプリケーションには遅延が少ない経路が最適であり，ファイ
ル通信を伴うアプリケーションには総通信データ量が多いため高帯域幅を確保できる経路が最適である
と言える． 一方でBGPやOSPFといった既存のルーティングプロトコルは，このようなアプリケーションの
特性を考慮しない．
また，これまでの中央集権的手法によるアプリケーションの特性に応じた通信経路制御手法には，次の
2点の課題が存在する．第一に，制御対象のネットワークスイッチが増加した際に中央集権コントローラ
の負荷が高まる．第二に，アプリケーションの通信フロー数が増加した際にネットワークスイッチの転送
テーブルのエントリが増加する．そこで本研究では，ソースルーティング手法の一つであるSRv6を用い
て，分散型のアプリケーションの通信特性を考慮した動的通信経路制御システムとしてAcarを開発し
た．評価実験として，fat-treeトポロジ構成の仮想的なデータセンタネットワークに対してAcarを適用し，
既存の経路制御手法であるECMPとスループットを比較した．実験の結果，用意した6種類の通信シナリ
オにおいて，AcarはECMPと比較して最大で平均約23%のスループットの向上が見られた．


